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  夏休みも終了間近い８
月２８日（土）、昨年同
様、兵庫県立人と自然の
博物館の大谷 剛先生を迎
えてしあわせの村研修館
とビオトープを中心に標
記の自然あそび塾が開か
れました。 
 ことしはベトナムの３
家族も含め、予定数を大
きく上回る３０家族（子
供５９人，大人３６人）
が、手に手に虫かご・捕
虫綱を持参して大会議室
も超満員の参加者にスタ
ッフも２０余名で対応し
ました。 
 最近の風潮として昆虫
採集を非難し「虫を殺す
標本づくりはもってのほ
か」という声が聞かれま
すが、子供時代に自然に
接し、昆虫を識ることで
生物の命の貴さも学べる
「昆虫採集・標本作り」
にするため大谷先生のお
話を聞き「必要以上に採
らない」と、６班に分か
れて採集コースに出かけ
ました。 
 暑すぎた夏はチョウの
成長に悪く、極端に数が
少ない年でしたが、この
日さらに台風の余波で風
が出て大型のアゲハチョ
ウなどほとんど姿を見せ
ません。それでも草原に
多いバッタ類、水辺に多
いトンボ類、樹木に多い
甲虫などに歓声を上げて
協力し合う親子連れ、誘
導するスタッフで賑ぎわ
いました。 
 実は前々日から昆虫集
めの餌付けを施しておき
ましたが、魚肉・ミンチ
肉を入れたトラップは猫

に荒らされていたし、い
ちぢく・バナナを酒や黒
砂糖で練った吊り餌は風
で乾き過ぎたり、効果が
なさそうでがっかりしま
したが、１時間ほど駆け
回って満足のいく昆虫採
集ができたようでした。 
 またこの日の特別イベ
ントで、ビオトープ内に
落ち葉ンクと称する堆肥
作りコーナーがあります
が、この中で昆虫の幼虫
が育ち、ゴミムシなどの
昆虫が住んでいるところ
を子供達に見せる予定で
した。 
 スタッフが大きなブル
ーシートを敷いて、朽ち
木混じりの堆肥をスコッ
プで掘り出し始めると子
供達も眼を輝かせて、余
り見られない昆虫や幼虫
を取り出しては、先生や
スタッフに名前を聞いた
りする内にカブトムシの
３齢の幼虫と教えられる
と、家に持ち帰って飼育
したいと親子で飼育方法
をたづねるなど、想像以
上の反響がありました。 
 せせらぎ付近の緑陰で
お弁当をすませて研修館
に戻った皆は、室内に展
示された多くの昆虫の標
本にくぎづけになりまし
た。この立派な標本箱
は、ビオトープグループ
の松本さんが２５年前に
作成された標本の一部と
いうことで、現在、希少
昆虫と報じられる昆虫に
もお目にかかることがで
きました。 
 先生も、捕まえた昆虫
を苦しませて死なせて捨
ててしまうより、感謝の

気持ちで標本に仕上げて
自分の宝にしなさい、と
いうことで標本作りが始
まりました。 
 説明どおり親子で取り
組める父親もいました
が、母親の場合は子供も
ギブアップしてしまい、
手伝うスタッフも慣れな
い標本作りを体験しまし
た。標本が完成した子供
達から順番に昆虫名の確
認が始まり、手元の図鑑
になければスタッフにた
ずね、さらに先生へたず
ねた結果、この日の標本
に仕上げられた昆虫の種
類は約６０種類にもなっ
たということがわかりま
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した。 
 ことしの自然塾は（外
国人の親子も参加し日本
の自然を知る）ですが、
３家族の子供達は日本育
ちか皆と一日を楽しんで
いましたが、母親達にベ
トナムの昆虫事情とか感
想を聞けばよかったと思
いました。 
 ビオトープグループと
しての自然塾参加は４回
目。年々盛会となって、
ことしは里山グループに
ご協力いただきました
が、わ の皆さんにもビオ
トープ活動に参加いただ
けたらと願っておりま
す。 

●阪神淡路大震災からや
がて１０年を迎えようと
するとき起こった新潟中
越地震の惨状は水害との
ダブルパンチで、現地の
方の気持を思うと堪らな
い。ＮＨＫの教育チャン
ネルとＦＭラジオが「ｘ
ｘさんからｘｘさんへ、
心配してます。連絡くだ
さい」というメッセージ
を延々と流した。疑問が
二つ、三つ。 
 自分の名前がいつ出る
か分らないこの放送をず
っと見続けるだけの余裕
が被災地の人にあるのだ
ろうか。 
 「連絡ください」と呼
び掛けている人は被災し
た人に（連絡という）オ
ネダリをしているという 

自覚を持たないのだろう
か。「被災地の人、私の
心配を取り除いて」とも
聞こえて仕方がなかっ
た。心配なら行けよ。 
 呼び掛ける方も掛けら
れる方も他府県なのにな
ぜ神戸のローカル局にも
流すのだろう。もしやＮ
ＨＫのパフォーマンス？
●わ のホームページの
各部・地区別活動記録を
見ると情ぎゃらに掲載し
ているのは実際に行われ
ている活動のほんの一部
でしかないことが分り、
無力感に襲われる。活動
は毎日なのに情ぎゃらの
発行は３ヶ月なのが疎に
なる一因でもある。どう
か皆さまの投稿で編集子
のシリを引っ叩いて頂き
たい。(サン) 
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